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研究成果の概要（和文）：研究代表者は，日本における多産多死社会から少産少死社会への移行

過程を説明する人口転換理論と移動革命論を再構築するために，古文書史料を蓄積・分析・発

信する「江戸時代における人口分析システム（DANJURO）」の開発を進めている．本研究で

は，DANJUROに蓄積されている史料から人口分布と人口移動を電子地図に表示して，時空間

分析を行う「近代移行期の人口分布解析システム」を試作した． 
 
研究成果の概要（英文）：The project leader has been developing a data analysis system for 
population and family studies on Japan in the 17th-19th centuries. We call this system 
DANJURO. We are trying to reconstruct demographic transition model in order to 
understand the transition from early modern to modern society in Japan. In this project, 
we have test-constructed a historical GIS with DANJURO data. New DANJURO shows the 
population distribution and the internal migration on the digital map and enable to make 
spatio-temporal analysis.  
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００９年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

２０１０年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

２０１１年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

２０１２年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

  年度    

総 計 10,900,000 3,270,000 14,170,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・図書館情報学・人文社会情報学 
キーワード：Historical GIS，データベース，時空間分析，人口分布，人口移動，宗門改帳，

戸籍，過去帳 
 
１．研究開始当初の背景 
17～19 世紀の日本を対象とする歴史人口

学は，①「宗門改帳（しゅうもんあらためち
ょう）」，②寺院「過去帳」，③明治初期に作
成された「戸籍」という 3種類の古文書史料
にもとづいて，国際水準の研究成果をあげて
きた．研究代表者は，①～③の史料をデータ
ベースに蓄積して，人口学的指標を利用者側

PC に表示する「江戸時代における人口分析
システム（DANJURO ver.4.0）」を構築して，
インターネットを通じて公開している． 
本システムは，A）古文書史料の読解から

人口学的指標算出に至る研究過程の短縮，B）
研究過程における再現性の保障，C）古文書
史料の保存，D）研究者間における史料と分
析方法の共有を目標として，2000 年から公
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開運用を始めた人文・社会科学系の情報シス
テムである． 
本研究を開始した 2009 年 4 月の段階で，

DANJUROには，阪神地方，多摩地方，およ
び会津地方における約 10 万人分の「宗門改
帳」データ，多摩地方における約 3万人分の
「過去帳」データ，会津地方における約 4千
人分の初期「戸籍」データが蓄積されていた．
DANJUROの利用件数は，約 17,000件，利
用登録者は 30 人を越え，歴史人口学分野で
アジア最大級のデータベース・システムに成
長を遂げた． 
本システムは，当初目標としていた歴史人

口学における研究者間の共同利用にとどま
らず，家系図描画システムの構築をめざす文
化人類学分野との共同研究，古文書翻刻支援
システムの構築をめざす情報学分野との共
同研究，分布図作成支援システムの構築をめ
ざす情報学分野との共同研究などに展開を
遂げている． 
歴史人口学では，人口転換と移動革命の両

側面から近代移行期における人口構造の変
容が論じられてきた．研究代表者は，武蔵国
多摩郡中藤村における天然痘致死率を検討
した結果，牛痘種痘法が急速に普及した多摩
郡平野部では，1860 年代から子供の死亡数
が激減したという作業仮説を提案した．本研
究で構築するシステムを用いて DANJURO
に蓄積されている「過去帳」と「戸籍」に時
空間解析を加え，幕末期に種痘医の居住地周
辺から乳幼児死亡率の低下が開始したこと
を検証できれば，20世紀初頭に想定されてき
た人口転換の開始時期をめぐる議論に一石
を投じることができる． 
移動革命論では，近代以前に不活発であっ

た人口移動が，工業化・都市化にともない村
落から都市に向かって本格化したと考える．
日本では，領主が百姓の移動を制限していた
江戸時代における人口移動は閉鎖的であり，
19 世紀末から移動革命が本格化したと推定
されてきた．DANJURO に蓄積されている
「宗門改帳」と初期「戸籍」に時空間解析を
加え，人口移動が藩境，郡境，国境，山野，
河海などにどの程度制約されていたのか数
量的に評価したい． 
 

２．研究の目的 
日本の総人口は 18 世紀を通じて停滞して

いたが，19世紀中期からゆるやかに増加を始
めた．ことに北関東・東北地方では，約一世
紀におよんでいた人口減少が 18 世紀末から
19 世紀前期を底として回復に転じた．北関
東・東北地方では，19世紀前期を境として人
口抑制を容認する社会から人口増加を必要
とする社会に構造的変化が生じた．19世紀中
期から始まった持続的人口増加は，伝統社会
から近代社会への助走を端的に示す指標の

一つと解釈できる． 
現在のところ，持続的人口増加がどのよう

な地域社会の状況下で始まり，明治期以降に
続くのか，という素朴な研究課題についても
試論の域を出ていない．他方，DANJUROを
利用した人口分析の結果，江戸時代における
民衆生活は，出生力や家族形態といった基礎
的側面で地域差に富んでいたことが改めて
認識された．すなわち，近代移行期の日本に
おける人口現象を復原するには，時系列的変
化に加えて，空間的視点が不可欠である． 
近代移行期における民衆生活の理解を深

めるには，個別集落で観察された人口再生産
構造や親族組織の特色を全国的展望のなか
で位置づけ，地域差の生じた要因を解明して，
地域変化の構造を理解する必要がある．具体
的には，持続的人口増加の開始時期，人口再
生産構造を規定する初婚年齢，出生力，結婚
持続期間，平均余命，親族組織などの地域差
とその要因，婚姻や労働を契機とした人口移
動，死亡構造の変容過程などの解明が求めら
れる．このような研究課題に接近を図るには，
地域社会が保存してきた古文書史料を組織
的に収集，蓄積するとともに，人口分析の結
果を電子地図に表示する GIS（地理情報シス
テム）を開発することが求められる． 
本研究では，DANJURO ver.4.0を発展さ

せて，人口分布と人口移動を電子地図に示し，
時空間解析を行うHistorical GISを構築して，
史料と分析方法を研究者間で共有する研究
基盤を構築する． 
 

３．研究の方法 
本研究の開発環境は，Fujitsu PRIMERGY 

TX200 S6を Webサーバ機と DBサーバ機，
Microsoft Windows 2008 R2を OS，Oracle 
Database 11g R2を DBMS，Oracle Web 
Logic Serverを Web Serverとしている．ス
タンドアローン版のHistorical GISを試作す
る開発環境として，Microsoft Windows 7を
OSとする Fujitsu ESPRIMO D751/C上に
ESRI社のArcGIS Desktop 10をGISエンジ
ン，ArcGIS Data Collection スタンダード
パック 2010を電子地図として導入した． 
Historical GISを構築するためのテストデ

ータを提供する DANJUROには，研究期間
が終了した 2013年 3月末の段階で，摂津国
八部郡・武庫郡，武蔵国多摩郡，および陸奥
国会津郡・大沼郡における延べ約 10万人，
約 2万 3千世帯分の「宗門改帳」データ，武
蔵国多摩郡，相模国淘綾郡・大住郡，美作国
真庭郡，および備後国御調郡における約 5万
人分の寺院「過去帳」データ，陸奥国会津郡・
大沼郡，武蔵国多摩郡・都築郡・比企郡，お
よび相模国足柄上郡・大住郡における延べ約
2万人，約 3千世帯分の初期「戸籍」データ
が蓄積されている． 



 
４．研究成果 
江戸時代と現在との間に架橋して，民衆生

活の人口学的側面における変貌過程を検討
する場合，人口再生産構造の時系列変化と地
域差の解明が課題となる．「江戸時代におけ
る人口分析システム（DANJURO）」は，各
地に保存されている古文書史料の蓄積・分
析・公開を目的として，インターネット上で
運用されている歴史人口学で唯一の情報シ
ステムである．本研究では，人口分布と人口
移動を電子地図に示し，時空間解析を行う
Historical GISを試作した． 
まず，DANJUROを構成する「宗門改帳」

古文書画像データベースと「幕末維新期人口
史料」データベースに蓄積されている個人情
報データと世帯情報データの検索結果をも
とに，人口・家族構造に関する 10 指標を地
域と西暦を検索条件として，国土数値地図に
表示するスタンドアローン版の「近代移行期
の人口分布解析システム」を試作した． 
本システムの利用例として，会津地方と多

摩地方における世帯構造を比較した．明治 4
（1871）年の会津郡・大沼郡に所属する 18
ヵ村，321 世帯の平均世帯規模は 5.5 人，明
治 3（1870）年の多摩郡に所属する 37ヵ村，
1,992 世帯の平均世帯規模は 5.3 人とほぼ同
程度であったが，会津地方では 3世代同居世
帯が，多摩地方では 2世代同居世帯が，それ
ぞれ卓越していた．すなわち，会津地方にお
ける 1 世代同居は 11 世帯（3％），2 世代同
居は 103 世帯（32％），3 世代同居は 151 世
帯（47％），4世代同居は 51世帯（16％），5
世代同居は 2 世帯（1％）を占めていた．一
方，多摩郡における 1 世代同居は 216 世帯
（11％），2 世代同居は 948 世帯（48％），3
世代同居は 781 世帯（39％），4 世代同居は
46世帯（2％）を占めていた． 
内務省総務局戸籍課が刊行した『日本帝国

民籍戸口表 明治十九年』の分析結果によれ
ば，会津地方を含む福島縣と多摩地方を含む
旧神奈川縣における平均初婚年齢には，男女
ともに約 3 歳の地域差があったとみられる．
家族周期に大きく影響を与える初婚年齢が，
同居世代数に反映して，両地域における世帯
構造に地域差が生じたとみられる． 
つぎに，17‐19 世紀の人口移動を地図表

示して，時空間分析するスタンドアローン版
の Historical GIS を試作した．DANJURO
を構成する「宗門改帳」古文書画像データベ
ースから「江戸時代における人口移動分析デ
ータベース」を作成した．これをもとに移動
理由，移動期間，移動形態を検索条件として，
摂津国に位置する研究対象村落の人口移動
件数を藩政村ごとに集計して，人口移動の時
系列変化を彩色標高地図にアニメーション
表示して可視化を図り，距離圏，郡，および

任意領域における地域内移動件数を集計す
る機能を持つ「江戸時代における人口移動分
析システム」を試作した．さらに，人口移動
に影響を与えた空間組織を抽出・評価するた
め，村落間ネットワーク・モデルを想定し，
最短経路に沿った探索系の開発を進めた． 
本システムを用いて，江戸時代後期の近畿

地方周辺における婚姻移動を検討した．従来
は，婚姻移動の閉鎖性が強調されていたが，
検討の結果，村，支配関係，郡，国といった
政治的境域の閉鎖性を否定する流動性の高
い婚姻移動の実態を復原することができた． 
摂津国武庫郡上瓦林村では，17 世紀末まで

遡っても，村内婚が卓越していた状況は確認
できなかった．また，支配関係，郡，国など
の政治的境域や河川のような自然障害が近
隣婚を制約した形跡はみとめられない．村外
婚の約 8割を占める近隣婚に影響を与えた可
能性のある空間組織として，距離圏，商品流
通圏，井組が抽出された． 
大坂堂島から半径 5里圏には，上瓦林村と

同様，支配関係，郡境，国境を超えて大坂へ
の出婚件数が極めて多い集落を確認するこ
とができた．大坂に配偶者を供給する大坂後
背地は，兵庫津への出婚件数が極めて多い地
域，京あるいは伏見への出婚件数が極めて多
い地域と隣接していた．大坂後背地内部には，
西宮が複数の郡を補完地域とする下位の中
心地を形成していた． 
京阪神地域に位置する村々の村落下層は，

東は尾張国，西は伊予国や備後国，南は讃岐
国や紀伊国，北は加賀国にわたる遠方婚送り
出し地域から入婚者を受け入れていた．京阪
神・遠方婚受け入れ地域で最も広域から入婚
者を受け入れていたのは大坂であった．近畿
地方周辺では，江戸時代後期にも堂島から当
該集落までの距離に応じて恒常的に出婚者
を大坂に送り出していたことが確認された． 
江戸時代後期の近畿地方周辺は，遠方婚送

り出し地域，京阪神・遠方婚受け入れ地域な
どから構成されていた．後者は，大坂後背地，
兵庫津後背地，京後背地，伏見後背地からな
り，大坂後背地は西宮後背地を内包していた
とみられる．婚姻移動を指標とした民衆の生
活交渉空間は，巨大都市を中心とした階層性
のある空間構造を有していた． 
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